
 

船舶事故等調査報告書 

平成２２年１月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第２１５号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年８月１７日 １１時２５分ごろ 

発生場所 愛知県南知多町 角
かど

石
いし

灯標から真方位２９７°５５０ｍ付近 

（概位 北緯３４°４２.４′ 東経１３６°５８.９′） 

事故等調査の経過  平成２１年８月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 ASIAN
アジアン

 POWER
パ ワ ー

（パナマ共和国）、９,９６１トン 

   ９３７９８７０（IMO番号）、MI-DAS LINE S.A. 

Ｂ 漁船 太徳
だいとく

丸、４.９トン 

ＡＣ３－３５２４３（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、インドネシア共和国国籍、パナマ共和国免状 

  三等航海士、インドネシア共和国国籍、パナマ共和国免状 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船首擦過傷 

Ｂ 左舷船尾破損、えい
．．

網ロープ切断 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか１７人が乗り組み、愛知県師崎水道を、船長が操船の

指揮をとり、三等航海士Ａと甲板手Ａが当直について、左右両舷から接近

する漁船等を避けながら約１０.７ノット（kn）の速力で南進中、平成２１

年８月１７日１１時２５分ごろ、Ａ船の船首と、Ａ船の船首方向で底引き

網漁に従事中のＢ船の左舷船尾とが衝突した。 

Ｂ船は、船長が１人で乗り組み、師崎水道で、長さ約２０～２５ｍの網

の両端に結んだ長さ約２００ｍのえい
．．

網ロープを船尾から出し、漁ろうに

従事中の形象物を掲げて約３kn の速力で、船首を南に向けて底引き網漁に

従事中、Ａ船が後方からＢ船に向かって接近するのを肉眼で認めた。船長

Ｂは、そのうちＡ船がＢ船を避けるものと思い、Ａ船に注意しながらえい
．．

網中、衝突直前に網が海底に引っ掛かったので、機関を停止し、えい
．．

網ロ

ープを巻揚げ機で巻き揚げ中、Ａ船とＢ船とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 １、視界 良好 

海象：平穏、潮汐 上げ潮初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａあり Ｂなし 

なし 

なし 

Ａ船は、左右両舷から接近する漁船等を避ける

ことに注意を奪われ、船首方向で漁ろうに従事中

のＢ船に気付かずに接近した可能性があると考え

られる。 

原因  本事故は、師崎水道において、Ａ船が南進中、Ｂ船が漁ろうに従事中、



 

Ａ船が左右両舷から接近する漁船等を避けることに注意を奪われていたた

め、Ｂ船に気付かずに接近し、両船が衝突したことにより発生した可能性

があると考えられる。 

 




